
                           （令和 4年１月 31 日） 

 ＜ ワンポイントレッスン（理論・基礎知識）＞ 

 （ 鉱工業生産指数・財別分類 ） 

 

 鉱工業指数では、生産指数や出荷・在庫・在庫率指数、稼働率・生産能力指数、生産予測

指数の他に財別分類が公表されています。  

財別分類は、他の企業などの原材料として投入されない「最終需要財」と投入される「生

産財」に大きく区分されます。そして最終需要財は「投資財」と家計で購入される「消費財」

に区分、投資財は「資本財」と「建設財」に区分、消費財は「耐久消費財」と「非耐久消費

財」に区分されています。なお、生産財は鉱工業用生産財とその他用生産財に区分されます

が、ここでは割愛しています。                                        

 

 新型コロナショックの後、各生産指数は順調に回復していますが、耐久消費財が時々落ち

込みを見せています、鉱工業生産全体（10000）に占める耐久消費財のウェイトは 894.6。

そのうち自動車が 670.7、電気・情報通信工業が 149.5のウェイト。特に自動車の動向に注

目が必要です。 

 （了） 


